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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Optimizing simulations for complete denture treatment」について、上記の主査１名、
副査２名が個別に審査を行った。 
 
平成元年から推進している 8020 運動により日本の一人平均喪失歯数は減少しているが、現在も総人口 1 億




無歯顎の総義歯装着患者 31 名(平均年齢：81.7 歳)、担当医 14名(平均臨床経験年数：9 年)、アシスタント
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があり、他にも多数認められました。) 
 
２．本シミュレーション研究から得られた治療手順を実際の患者に実施して検証したか。 
(タイムテーブル上でシミュレーションを行うことで、患者・アシスタントの「空白時間」を有効利用で
きることが明らかになりました。このシミュレーションで得た結果から、患者・アシスタントの「空白時間」
を有効利用できる診療手順を提案致しました。この診療手順に沿って実際に数名の患者の診療を行いました
が、診療項目を追加してほしいなどの問題点が多く、アンケートをとる段階まで達しませんでした。今後、
この診療手順に沿って診療を行い、問題点を改善していく必要があると思います。) 
 
主査の長谷川委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確
認するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
